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は じ め に

わが貝塚市は、緑豊かな和泉山脈 と波静かな大阪湾に

面 した平野部をひかえ気候温暖で、特に平野部では生活

環境はすば らしいものがあ ります。こういっため ぐまれ

た自然環境 とともに、わた くしたちの先人の足跡 ともい

うべき古代か らうけつがれてきた歴史や伝統を今に伝え

る貴重な文化的遺産 も数 多く貝塚市には散在してお りま

す。

今回、貝塚市にのこされる歴史の一端 を明らかにする

機会にめ ぐまれ、また本調査報告書として発刊するはこ

びとなりましたことは、過去の人々の生活を知るうえに

おいてたいへん有意義 なこととかんがえます。

本調査報告書を作成するにあた りまして、発掘調査な

らびに報告書作成にいたるまでテイサン貝塚ショッピン

グセンター株式会社 より全面的なご協力 とともに援助を

受けましたことを深 く感謝いたします。

本報告書発刊にあたりまして、みなさまの文化財に対

する理解 を深めていただ くとともに、文化財の保護 ・保

存 ならびに活用の一助 となれば幸いに存 じます。

貝塚市教育委員会

教育長 岡 根 和 雄



例Lロ

1.本 調査概報はテイサン貝塚 ショッピングセンター株式会社が開発を予定 している貝

塚市地蔵堂字ムカイ74番地他地内に所在する王子遺跡の発掘調査に関す るものである。

2.調 査 は遺構確認調査 を昭和59年4月25日 より実施 し、本格的発掘調査 を第3次 調査

として、昭和60年3月11日 よ1)6月5日 にかけて実施 したものである。

なお、第1・2次 調査については鹿島建設株式会社大阪支店が開発を予定 している

敷地内についての発掘調査である。

3.本 件の発掘調査はテイサン貝塚 ショッピングセンター株式会社の全面的な協力によ

り実施 した ものである。

4.発 掘調査の実施および本書の編集 ・執筆については、貝塚市教育委員会社会教育課

西岡 巖の指導のもと社会教育課嘱託勝浦康守がこれにあたり、作業の実施にあたっ

ては下記の諸氏の協力を得た。

外 ・内業調査員 嘉積由彦

外業調査補助員 石橋秀仁 小林 修 山下展功 山西宏司 西野貴也

内業調査補助 員 芝野久美子 藤原久子 大橋良子 山本和枝

5.本 調査概報中において使用 した遺構名の呼称については、各遺構の種類に応じて記

号 を付 し、次に遺構番号 を順に付 していった。本文、図版および捜図中に使用した同

一遺構および同一遺物については、統一 して同一記号、番号 を使用 している。

6.発 掘調査の実施にあたっては、上記諸氏の協力を受けたほか大阪府教育委員会文化

財保護課および貝塚市文化財保護審議会委員の方々よ り多大の御指導、御教示を受け、

また依頼者であるテイサン貝塚シ ョッピングセンター株式会社か らは全面的な協力 と

援助 を受けた。さらに、現場作業 を行 うにあた り当初 より才門建設株式会社には多大

な配慮 を受 けた。ここに記して感謝の意を表 します。
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第1章 位置 と環境

王子遺蹴,●tom市 贓 堂および王子地内に所在し、国鉄阪和線和泉橋本駅の西方に位

置 し、東西約400m、 南北約250mの 広が りを持つ、鎌倉～江戸時代にかけての集落遺跡

で・ある。

調査地は、貝塚市の中央を縦断する近木川と泉佐野市 との境を流れる見出川とに挟まれ

た、和泉丘陵か ら北酉へのびる洪積台地の南側緩傾斜面に位置し、その背後には、花崗岩

類、'泉南酸性岩類、和泉層群からなる和泉山脈が形成 されている。また、大阪府文化財分

布地図(昭 和53年)で ほマ地蔵堂廃寺跡に南接して位置するが、遺跡としての認識は、昭

和58年 、旧テイサン貝塚南工場跡地の開発工事に伴 う試掘調査において、遺跡の存在が確

認されたことには じまる。調査地周辺は、すでに宅地化されており、国鉄阪和線以東では、

水田耕作地が広 くみられるが、今回の開発をは じめ とし、今後さらに開発が進められる地

域であろう。

周辺に散在する遺跡 としては、府道和泉泉南線で分断されて位置する平安時代の寺院跡

である地蔵堂廃寺跡が、また貝塚市唯一の前方後円墳である丸山古墳が存在す る。

周辺での調査で、この地域の歴史は旧石器時代にまで遡 ることが明らか となった。旧石

器は、主に後世の地層からの出土であるが、王子遺跡発掘調査 ・第1次 調査では、伯石器

時代相当層か らの出土がみ られる。縄文～弥生時代の遺跡に関 しては、現在、確認 されて

いない。古墳時代には、全長66m、 前方部最大幅約27m、 後円部径 約43mを 測る丸山古墳

グ造営される。近年、丸山古墳周辺での数次にわたる発掘調査により、古墳時代中期の埋

没古墳が数基確認されてお り、当地域は、あたか も墓域 と化 したような様相をみせ、古代

の様相が しだいに明らかにな りつつある。

奈良時代以降は、熊野街道の経路地にあたり、古 くか ら交通の便を得た地域でもあった。

熊野街道の沿道には、「熊野九十九王子」 と称する神祠が祀られていたとされる。『貝塚市

史1に よれば、市域には、麻生河王子、鞍持王子、近木王子の三王子社を推定 してい羲。

おそらく拝 チ・,ζい弛 名 も・熊野街道頒 道に祀 られた とさ嫡 「王子社・岫 来す

るものであろう。

中世以降は、古文書記録にもみえるように、荘園化が進み、農村集落化の過程へ入って

い くことになる。

今後さらに中世遺構面の調査が進めぼ、今回の 発掘調査の成果 をも含めて、考古学的立

場からの中世集落についての把握が期待 されるであろう。(勝 浦)
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1.堀 遺 跡2,貝 塚 寺 内町3.泉 州 麻 生 塩壺 出土 地4.長 楽 寺跡5.加 治 ・神 前 ・畠 中遺跡

6.新 井 ・鳥 羽 遺 跡7.石 才 遺 跡8.新 井 ノ池 遺 跡9.橋 本 遺 跡10.沢 共 同墓 地 遺 跡11.沢 城跡

12.沢 新 出遺 跡13沢 海 岸遺 跡14.沢 海 岸北 遺 跡15.廃 明 楽寺 跡16.澱 池 遺 跡17.窪 田廃 寺跡

18.丸 山 古墳19.地 蔵 堂廃 寺 跡20.下 新 出遺 跡21.王 子 遺跡 乞2.石才 南遺 跡23.積 善 寺 城 跡

図1貝 塚市遺跡分布図
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第2章 調査に至 る経過

貝塚市地蔵堂66=2番 地他に所在する旧テイサン貝塚南工場跡地の約66,000m2あ まりの敷

地内にショッピングセンターおよび住宅建設の開発計画が、それぞれテイサ ン貝塚ショッ

ピングセンター株式会社、鹿島建設株式会社大阪支店 よりもちあがったことから、事前調

査 として遺構確認調査の結果から遺構の残存する地 区約8,000m2あ まりについて、3次 に

渡る発掘調査を実施 していった。

今回報告するのは第3次 調査の報告である。

当開発予定区域は当初大阪府教育委員会発行の 「大阪府遺跡地図」によれば、周辺には

埋蔵文化財包蔵地の所在は確認されているものの、当地は遺跡としてはまだ未確認の地域

であった。

図2調 査地位置図

このような状況下ではあったが、開発面積が膨大であると同時に周辺の遺跡に近接 し、

また地形的にみても埋蔵文化財が包蔵 されている可能性は十分に想定され る所であったこ
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とか ら、開発の実施計画に先立ち開発者である鹿島建設株式会社大阪支店およびテイサン

貝塚シ ョッピングセ ンター株式会社と貝塚市教育委員会 との間で埋蔵文化財の取 り扱いに

ついて協議を行い、遺構確認調査 を実施 したうえで遺構等の存在が明か となった場合、範

囲を定めて本格的発掘調査を実施することとし、鹿島建設株式会杜大阪支店が開発を予定

している地区の遺構確認調査を昭和58年11月1日 より実施するとともに、今回報告分のテ

イサン貝塚 ショッピングセンター株式会社が開発を予定 している地区については、昭和59

年4月25日 より約1周 間をかけて遺構確認調査を実施 した。その調査結果 より、調査区の

各所か ら溝状遺構や柱穴等を検出したため、遺跡の取 り扱いについて協議 を重ねた結果、

昭和60年3月11日 より遺構の残存す る地域約2800mZに ついて約3ケ 月の期間をかけて発掘

調査を実施 していった。(西 岡)
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図4 遺 構 配 置 図



第3章 第3次 調査

1.調 査 の 概 要

開発計画 に基づ き、調査敷 地内 の北西部 に南北26～35m、 東 西約95m、 面 積約2800m2の

調 査 地 区を設定 した。調査地 区の現地表 面は 、標 高約0.P+27.5mで あ る。調査地 区にお

け る基本層序 は現代盛土(約1m)、 旧 耕 作 土 層(約0.lm)、 の下 に 、層厚0.ユ5～0.3m

を測 る含砂礫 黄橙 ～黄褐色 砂 質 シル ト層(第1層)、 その下に層 厚0.1～0.15mを 測 る含

砂 礫灰黄 ～茶 褐色砂質 シル ト層(第2層)、 が堆積 す る。 第2層 は主に遺構埋土 となるが、

その堆積 は3ラ イン以 南D～E問 にのみ認め られ 、広範 囲での削平が考 え られ る。 この下

は遺構 が検 出 され るべ 一 ス となる黄橙 色粘土質 シル ト～砂礫 層(地 山)と な り、調査地 区

東端 では標 高約O.P+26.5mを 測 るが、西端 では0.P+25.4m程 度 まで低下 す る。今 回の

調査 では、地 山上面 で井 戸 ・掘立 柱建 物 な どの居住遺構 をは じめ とし、溝 ・土壙お よび不

明遺構 の他、 田畑 の耕 作に伴 うと思われ る多数 の小溝群 等 を検 出 した。 以下 、検出遺構お

よび出土遺物につ いての概略 を記 す ことにす る。(勝 浦)

2.検 出 遺 構(図4)

調 査 地全域 で各種 遺構 を検 出 したが 、主 にHラ イ ン以西で遺構の存在 が密 にな る。今 回

の調査 では 、掘立柱建 物3棟 、井 戸1基 、溝7条 、土壙2基 、不 明遺構1基 の他 、南北 も

しくは東西方 向に走 る多数 の小溝群 を検 出 した。以下 、 これ ら検 出遺構 の内、主 な もの に

つ いて記述す る ことにす る。

掘 立 柱 建 物SB-301(図5、 図 版2)

調 査 地K-2区 で 検 出 した東西2間 、南北2間 の掘 立柱建物 であ る。棟方向 は南北軸 で

東へ18° 傾 いてい る。梁行3.8m、 桁 行3.8mで 柱 聞寸法 は梁行 北か ら1.8m、2.Om、 桁 行

東か ら2.Om、1.8mで あ る。掘形 ば 径02～0.3mの 平 面形が不整 円形 を呈 し、 深 さは

0.15～0.2mを 測 る。埋土 は茶褐 色砂 質 シル ト(第2層)で あ る。南西隅 柱穴(Pit-312)

か ら瓦器 境 が出土 してい る。

掘 立 柱 建 物SB-302(図6、 図 版2)

調 査 地J～K-3～4区 で検 出 した東西5問 、南北3間 の掘 立柱建物 である。棟 方向は

南北軸 で東へ14° 傾 いて いる。梁行5.8m、 桁 行10.7mで 柱 間寸法 は梁行1.8～2.1m、 桁 行

2.1～2.3mで あ る。掘 形 は径0.2～0.4mで 、平 面形が 円形 もし くは不整楕 円形 を呈 す る。

深 きは0。15～0.3mを 測 る。埋 土は茶褐 色砂 質 シル ト(第2層)で ある。Pit-304か ら瓦器
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城 瓦器小皿、土師器小皿が出土 している。

図5掘 立柱建物SB-301

掘 立 柱 建 物SB-303(図7、 図 版2)

調 査 地K～L-3区 で検 出 し、調査地 区内 で東西2問 、南北2間 の掘立 柱建 物 であ る。

建 物 は調 査地区外へ広が る。棟 方 向は ほぼ真北 を示す。調査地 区内 での梁行 は4.Om、 桁

行 は4.Omで 、柱 間寸法は梁行 ・桁 行 、共 に2.Om等 問 であ る。掘形 は径0.4～0.6mの 平 面

形が 円形 もし くは不整楕 円形 を呈 し、深 さは0.2～0.4mを 測 る。埋土 は茶褐 色 ～ 灰青 色

砂 質 シル ト(第2層)で あ る。Pit-315・323か ら瓦器婉 が 出土 している。

一10一



図6掘 立柱建物SB-302
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図7掘 立柱建物SB-3Q3

井戸SE-301

調査地K-4区 で検出した素掘 りの井戸である。掘形の平面形は、径1.8mの 円形を呈 し、

深さは、約4mを 測る。底部は長径0.7m、 短径0.5mと なるが、壁面は、ほぼ垂直に下底

に至 る。埋土は遺構面から深さ約1mま では、灰褐～茶褐色砂質シル ト(第2層)の 堆積

がみられ、以下の埋土はおおむね灰～暗灰色砂礫混 じりシル ト～砂礫である。井戸は、そ

の廃棄にあたっては、完全に埋め戻されず、付近の諸遺構 と共に完全埋没したようである。

井戸からは、完形土器を含む30個 体以上の土器群(瓦 器境、瓦器小皿、土師器小i皿、瓦質

甕)を は じめ木製品(箸 、漆器椀底部片、容器の底板、仏具等)が 出土 している。
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溝SD-302

調 査 地J～L-3区 で検 出 した幅0.4～0.9m、 深 さ0.1～0.15m、 断 面逆 台形 を呈す る溝

で ある。溝 の方位は 、3棟 の建物方 向の主軸 に ほぼ平行 ない し直行 し、各々の建 物 を区画

す るよ うにT字 形に配 されている。埋土 は、茶褐 色砂質 シル ト(第2層)で あ る。遺 物は

瓦器椀 が 出土 してい る。

溝SD-316(図 版4-1)

調 査 地E～F-2～4区 で検 出 した幅0.8～0.9m、 深 さ約0.4m、 断 面V字 形 ない しU字

形 を呈 す る北西 ～南東方向に走 る溝 であ る。埋土 は上層が茶褐 色砂 質 シル ト(第2層)で

下層 が灰 色 シル トであ る。遺物 は上層 か ら瓦器」宛が出‡ している。

溝SD-321(図 版3)

調 査 地A～D-1～5区 で検 出 した幅1～2.5m、 深 さ0.5～0.6m、 断 面形は深 いレンズ

状 ない し逆 台形 を呈 す る南北溝で ある。埋土 は、上 層が灰黄～茶褐 色砂 質 シル ト(第2層)

で下層 は灰 色粘土質 シル トで炭化物が少 量含 まれ る。遺物は、B-4区 で下層 か ら瓦器境 ,

土 師器大皿 、上層か ら、瓦器 境 、白磁碗 、c-2区 で 上層か ら瓦器 小皿が 出土 している。

溝SD-301

調 査 地 区内でゆるやかに彎曲 し、北 ～南 東方向に 走る溝で ある。幅1～3.5m、 深 さ0.4

～0 .5mを 測 り、断面 レンズ状 を呈す る。埋土 は、上 層が 旧耕作土 、下層 が緑灰 色～青 灰色

シル ト～粘 土で あ る。

遺物は 、天 目碗 、青磁碗 、染付碗 、備前(?)擂 鉢 が出土 して いる。

土.壙SK-301

調 査 地K-4区 で検 出 した、長 辺約3m、 短辺約1.5m、 深 さ約0.1mの 平 面形が、長方

形 を呈す る土 壙であ る。建物SB-302内 に 複合 して位 置す る。建物 に関す る付属施設の

可能性 も考 え られ るが、性格 は明 らか で はない。遺物 は瓦器塊 、瓦器小皿が 出土 している。

方 形 周 溝 遺 構SX-301(図 版4-2)

調 査 地J-2区 で 検 出 した幅1～2m、 深 さ0.05～0.2mの 断 面 レンズ状 を呈す る溝に よ

り、長 辺約8m、 短 辺約6mの 不整 方形の 区画 を呈す る遺溝 である。埋土は 、主 に含砂礫

暗紫灰 色 シル トであ るが 、溝が浅 くな る南側 周溝では 、含砂礫浅灰 色砂 質 シル ト(第1層)

が 堆積 す る。 区画 内には 、土 壙状 の落 ち込 みがみ られ るが 、遺構 の性格 につ いては明 らか

ではない。遺物 は北側 周溝か ら瓦器境 が出土 してい る。(勝 浦)
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3.出 土 遺 物

出土遺物 のほ とん どは 、中世 日常雑器類 であ る。以下 、遺構 出土の主 な遺物 につい て記

述す る。 なお、時期 区分 につ いては、付編 .「貝塚 市出土の瓦器 編年 試案」 に従 うもの とす

るざ

掘 立 柱 建 物SB-301(図8、 図 版8).

Pit-312よ り瓦器境(.162)が 出土 してい る。内外面共 に摩 滅が著 しいが、外 面 に

わずか にヘ ラミガキの痕跡がみ られる。口径14.9cm、 器 高5.3cmを 測 る。III-1期 に該 当す

る。

掘 立 柱 建 物SB-302(図8、 図 版8)

Pit-304よ り、瓦器境(163)、 瓦器小皿(166～169) 、土 師器 小皿(170)が

出土 してい る。瓦器塊(163)は 口径15.1cm、 器 高4.2cm、 高 台径4.3cmを 測 る。形 態に

おいて は、器 高の縮小化が進 んでい る。 外面のヘ ラ ミガキは施 されず 、内面ヘ ラ ミガ キは、

底部 に連結輪状 文 と体部に10条 前 後の圏線 ミガ・キで構成 され てい る。III-'3期 に該 当す る。

瓦器 小皿 は、体 部が丸味 を もち、横 方向 のナデに より外反する口縁部 を もつ もの(166～

168)と 、 平担 な底部 を持 ち 口縁部が短 く外反す る もの(169)が あ る。II僧2～II-3期

に 該 当す る。

図8掘 立 柱 建 物SB-301・SB-302・SB-303出 土 遺 物

Pit-304(163.ユ66--170)、Pit-312(162)、Pit-315(165)、Pit-322(164)}
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図9井 戸SE-301出 土 遣物
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図10井 戸SE-301出 土遺 物

掘 立 柱 建 物SB-303(図8)

Pit-322よ り瓦器境(164)、Pit-315よ り瓦器境(165)が 出 土 して い る。

これ らは共に底部片で あ り、高台径5.7cmを 測 る。内面 底部 には斜格 子文 が施 され てい る。

III-1～III-2期 に該 当す る。

井 戸SE-301(図9・10、 図 版8～10)

埋 土 各層 よ り、瓦器 境(171～174)、 瓦器 小皿(175～179)、 土 師器小 皿(180

～186)
、 土 師器大皿(187～194)、 瓦 質甕 ロ縁部 片(195)、 木 製品(196～202)等

が 出土 して いる。

瓦器椀 は 、外面ヘ ラ ミガ キの施 されてい る もの(172・173)と ヘ ラ ミガキの施 されて

いない もの(171・174)が あ る。 内面ヘ ラ ミガキは、底部 に平行 線文(171・173)、

斜 格子 文(172)、 連 結輪 状文(174)が 施 され る。 内面体部 はいずれ も粗 い 圏線 ミガキ

が施 され ている。HI-1～m-3期 に 該 当す る。

瓦器 小皿(176・179)は 内面 にヘ ラ ミガキが施 されてい る。III-1～m-2期 に 該 当
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す る。

土 師器小皿 は、平坦 な底部 を もち、横方 向のナデに より口縁部が 短 く外反す るもの(180

～184・186)と 、 体部が緩やか な丸味 を もち 口縁 端部がつ まみ上 げ風 の もの(185)が あ

る。皿一2～m-3期 に該 当す る。

土師器大皿 は、 口縁 部が横方 向のナデに よ り外反す る もの(187～189・191～193)

と、 口縁端部直下 で上 方に屈曲す る もの(190・192・194)が あ る。m-2～ 皿 一3

期 に該 当す る。

購SD-302(図14)

瓦 器境(250・251)、 瓦 器小皿(117)が 出土 してい る。瓦器境 はいずれ も底部 片であ り、

高台形 は(250・251)が4.Ocm、(252)が5.lcmを 測 る。 内面底部 に は、連結輪状文(25

0・251)、 斜 格子文(252)が 施 されて い る。-D-1～m-3期 に 該 当す る。

溝SD-316(図14)

瓦 器 椀 口縁部 片(247)が 出 土 してい る。 外面ヘ ラ ミガ キは 施 されず、 内面 は、密 な圏

線 ミガキが施 されて いる。m-2期 に 該 当する。

溝SD-321(図11・12、 図 版11～13)

埋 土 であ る灰色 シル ト層 よ り瓦器椀(201～212)、 土 師器大皿(230～232)が 出 土

している。

瓦器境 は、外面 にヘ ラ ミガキが施 され てい るもの(201～209)と 施 されていない もの

(210～212)が あ る。 内面ヘ ラ ミガ キは、器面調 整 として 機 能 してお り内面底部 での ヘ

ラ ミガキの文様化 はみ られない。II-3～m-1期 に該 当す る。

土 師器大皿 はいずれ も、体部が緩やか に丸味 を もち、 口縁端部直下 で鋭 く屈曲 し、立 ち

上が る形態 を示す(230～232)。II-3--III-1期 に 該 当す る。

また、 暗褐色砂 質 シル ト層(第2層)か ら瓦器境底部 片(234)、 瓦 器小皿(213～22g)、

白磁碗 口縁部 片(233)等 が 出土 してい る。(234)は 、高 台径4.4cmを 測 る。 内面底部 には

平行 線文が施 されてい る。

瓦器小皿 は その形態が ヴ ァラエ ティー に富んでお り、(213～215)は 、 口径 ・器高 に

おい て、資料 中で第1位 的 な形態 をとる。

溝SD-301(図13、 図 版14)

埋 土 であ る緑灰～青灰色 シル ト～粘土 層か ら、青磁碗(236・239)、 染 付碗(235・240)

等 が 出土 してい る。
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図11溝SD-321出 土 遺物
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図12溝SD-321出 土 遺物
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図13溝SD-301出 土 遺物

土 壙SK.301(図14、 図 版13・14)

瓦 器椀(244～246)、 瓦 器小 皿(254～263)、 土 師器小皿(264)が 出土 してい る。

瓦器椀 は 、外面 にヘ ラ ミガ キは施 されな い。 内面底部 は 、平行 線文(245)、 連 結輪 状文

(244・246)が 施 され ている。III-2～III-3期 に 該 当す る。

瓦器小皿 は 形態が ヴァラエ テ ィー に富 み、(254・256・258・259)は 内面 にヘ ラ

ミが施 され ている。m-2～m-3期 に 該 当す る。

方 形 周 溝 遺 構SX-301(図14、 図 版13)

周 溝 埋土 であ る 暗紫灰色 シル ト層か ら、瓦器 腕(242)、 瓦 器小皿(248)が 出土 して

い る。

瓦器椀(242)は 内 外面共 に摩 滅 してお り、調整 は不 明であ る。 口径16.2cm、 器 高5.85

cm、 高 台径5.2cmと 、各 々が 高 い数 値 を示すが 、高 台は 断面三角 形の低平化 した もの で 、

器壁 は薄 い。III-1期 に該 当す る。

包 含 層

前 述 の13世 紀 の遺 構 面 の 上 面 に層厚0.25～0。45mで 堆 積す る第1層 お よび第2層 か ら
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図14溝 ・土墳 ・方形周溝遺構出土遺物
SD-302(249・250～252)、SD-316(247)、SK-301(244～246・254～264)

、SK-302(243)、SX-301(242。248・253)
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多 くの遺物が 出土 して い る。以下 、それ らの

遺物の 中で、特に石器遺 物につ いて記述す る

こ とにす る。 なお 、用語 お よび使 用細部調 整

用語 は、赤澤威 、小 田静夫 、山中一郎(1980)

に従 うもの とす る。(註1)

凹 基 無 茎 石 鏃(図15、 図 版14)

石 材 はすべてサ ヌカイ トである。(265・267)

は 素 材 の性状 につ いては明 らか ではな いが 、

(266)は 横 形剥片 を素材 とす る。(265・266)

は先 行剥 離面お よび主要剥離面 が残存す る。

細部調 整は 、(265・266)は 平 形 ・薄 形、浅

形両 面細部調 整に よる整 形が施 され、(267)

は 平 形 ・薄 形、深形両面 細部調整 が施 され て

い る。 技術 的特徴 として 、① 調整 をうけず整

形 に よ り器体が整 え られ ている。(265・266)

② 尖 端 部の形態 がや や凹形 に作 出されてい る

(266・267)な どの こ とか らいずれ も、縄文時

代 晩期 ～弥 生時代前期 に属 す る もの と考 え ら

れ る。(註2)

(265)、 長2.05cm、 幅1.60cm、 厚0.35cm。

(266)、 長2.28cm、 幅2.36cm、 厚1.62cm。

(267)、 長2.28cm、 幅1.50cm、 厚0.33cm。

(勝 浦)

図15包 含層出土遺物

註1:赤 澤 威 ・小 田静夫 ・山中一 郎(1980)、 『日本 の旧石器 』、東京。

註2:山 中一郎(1982)、 厂石器 遺物」、『長 原遺跡 発掘調 査報告II』 、大阪。

pp158～204。 の指摘 が ある。
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4.'ま と㌧.め ㌔ 、 ・ ・ ∫

今回の調査では、.鎌倉時代の集落跡の一画を検出することができた。主な遺構の推定存

続時期は表1に 示す とお りである。調査地東部 で南北 に走 る段SX-302と 溝SD-321

は、ほぼ 坪境線に位置するもの と考えられる。段SX-302付 近での 包含層の堆積状況は

第2層 の茶褐色砂質 シル ト層の堆積がみられず、第1層 の黄橙～黄褐色砂質シル ト層が段

に沿って西へ落ち込んでお り、第2層 削平時もしくは、その後に段SX-302が 造 られた

もの と思われ、溝SD-321よ り後出のもの と考えられ る。遺構の密度が調査地西部 で

集中することか ら、溝SD-321は 、坪境溝であると同時に、集落の東限を示す ものかも

しれない。

表1遺 構時期推定表

居住遺構は、調 査地西部 に位置す る。建物SB-301、SB-302、SB-303は 各々

の主軸方向が若干の差異を示すが、溝SD-302に 区画されていること。また出土遺物に

時期差があまりみられないことから、単一時期での並立が考えられる。建物群は①重複関係

がみられない。②柱間寸法は、ほぼ基準尺(一 尺約30cm)の 完数倍で得られるが、柱配置

にばらつきがみられる。③建物構造において、間仕切 り、庇などがみられず、柱 を省略す

ることで間取 りの変更 を行 っている。などのことから、集落 としての継承的な発展はみ ら
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れず、その経営は不安定であったと考えられる。また、出土遺物が 日常雑器類に限られて

いることなども、その経営階級層 を特徴づける要素 と考えられる。建物群は、調査地区外

へ広が り、建物群の全容については、明確にし得なかったが、王子遺跡第2次 調査で検出

した建物群 との比較において、本調査地区の居住形態は、前哨的な様相 を示している。

居住地内外での人的移動 などの問題が残るが、今後、資料の蓄積により中世集落の様相

も、次第に明らかになると思われる。(勝 浦)
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付編)

貝塚市出土の瓦器編年試案

勝 浦 康 守

1.は じ め に

瓦器坑研究において、資料を統計的に分析し、議論しようとす る試みは、1961年 、稲垣

晋也による編年研究(1961)に は じまる(註1)。 以来、白石太一郎(1969,1975,1977)

が 瓦器境 の生産 と流通について論を進め(註2)、 さらに橋本久和が瓦器婉 の地域色 と分

布圏(1980a)を 提示 し(註.3)、 樋口吉文(1978)、 尾上実(1978,1983)、 鈴木秀典(19

82)らが、それぞれ畿内各地域における瓦器境の編年研究の成果 を発表 している(註4)。

編年研究は、当初か ら、瓦器坑の形態 と調整との差異を結びつけて論じようという方向

を目指 していた。それは、法量の矮小化 とヘラ ミガキ調整の粗略化が瓦器境の型式変化に

一貫してみ られる傾向であると考えられたか らである。 また、畿内を中心 とする中世遺跡

において、多量かつ、普遍的にみられる瓦器婉の編年研究を先学が志向したことは、とり

わけ遅れていた中世の遺構 ・遺物の研究に対 し、考古学的立場か ら先駆的な役割を担った

ものであった。

本稿においては、貝塚市域出土の資料 を取 り扱い編年 を試みることとするが、それは、

貝塚市王子遺跡発掘調査(1986)(註5)で の 検出遺構の時期推定および、遺構の変遷 を

追うための一手段であ り、また、一地方一地域の 日常雑器類 を通 して中世社会の様相を考

えるための基礎作業である。

2.分 析資料 と分析

本稿 で取 り扱 う資料 は、貝塚 市域 に所 在す る遺 跡の中 で、沢所在の澱 池遺跡(1984)、 沢

城跡(1986)、 地 蔵堂 お よび王子 所在の王子 遺跡(1986)の 出 土遺物・の うち、320点 に つ い

てであ る(註6)。 遺 物の 内訳 は、瓦器X131点 、 瓦器小皿62点 、土師器小 皿102点 、 土師

器 大皿25点 であ る。

貝塚 市域 で主に 出土 す る瓦器境 は、橋本 久和(1980a)が 称 す る和 泉型にあた る。瓦器
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境 の編年方法は、先学の諸編年 と同様、口径 ・器高 ・高台径の縮小化 とヘ ラ ミガキ調整の

差異で変化の流れを追 うものである。一方、瓦器小皿,土 師器小皿 ・大皿の型式変化は顕

董灘 慎濃:瑟鷲講嚢鬢;鷺掣驚 羃葦鬻縱 二餐
い。しか しながら、橋本久和(1980b)は 、瓦器椀 との共伴において、土師器皿に対 して

も、口径 ・器高の分析 を行いうる見通しを得ている(註7)。 そして、本稿においても、総

資料に対する口径 ・器高の分析は重要 な位置を占めるものであ り、今回5mm毎 の間隔で階

級設定を試みた(表1)。 瓦器小皿,土 師器小皿 ・大皿は、この階級差 ど瓦器坑 との 共伴

例 をもとにして編年を試みることにした。

なお、時期区分および、その実年代観については、同じ和泉型瓦器椀の編年 を試みてい

る鈴木秀典(1982)に 基づ くものとした。(註8)。

3.分 析結果

1期

現 在 、 貝塚市域 での 出土例 はない。大 阪市長 原遺跡 出土例(1982)に よ ると、外面 は4

～5分 割 の規 則性 をもつヘ ラ ミガキ(波 状 ミガキ)・が施 され 、 ミガキ調整 以前にヘ ラ ケズ

りが施 され る。内面は 、規 則性 を もつヘ ラ ミガキが 全体に緻 密 に施 される。 口径 ・器 高 ・

高 台径 につ いて概 観 してみ る と、口径15.5--16.5cm、 器 高6.1～6.5cm、 高 台径6.6～8.Ocm

の 問 に分布 し、特 に 、器高 ・高台径 に関 しては他 の時期 に類 をみ ない もので ある。

II-1期

現 在、 貝塚 市域 での 出土例 は ない。大阪市長 原遺 跡出土例(1982)に よ る と、.外面 は波

状 ミガキ の形 態には変化 はみ られ ないが、 ミガキの緻 密性が 薄れ 、その密 度が低下 しはめ

る。それ は、内面ヘ ラ ミガキに も同様にみ うけ られ る。 また、内面底部 でヘ ラ ミガキの文

様化 がみ られ は じめ る。 口径 ・器高 ・高台径が安定 し、プロ ポー シ ョンが画一化 されつつ

ある。

II-2期

瓦 器境 は5点 、全体 の3.8%を 占め る。 口径14.6～15.5cm、 器 高5.1～6.Ocm、 高 台径5。

1～6.5cmの 間 に分布 す る。平 均 口径15.2cm、 平 均 器高5.3cm、 平 均 高台径5.7cmで あ る。澱

池遺跡(1984)SE-1出 土 例(1～5)は 、 口径 ・器高 ・高台径 の各々が 高い数 値 を示

し、その プロ ポー シ ョンは資料 中で第1位 的であ る。 外面ヘ ラ ミガキは 、波 状 ミガキの形
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態が 崩れ 、芬割 ・規 則性 の意識 が薄れ てい る。同時 に、 ミガキの密 度の低下 も進行 して い

る。内面ヘ ラ ミガキは、前面密 に施 され てい るが規 則性 はみ られない。 貝:塚市 域では現 在 、

最古 の型 式 である。

II-3期

瓦 器 境 は10点 、全体の7.6%を しめ る。 口径:14.6～15.5cm、 器 高4.6～6.Ocm、 高 台径

5.1～5。5cmの 間 に分布 す る。平均 口径15。2cm、 平 均器 高5.3cm、 平 均 高台径5.2cmで あ る。

平均 値でみ るII-2期 か らII-3期 へ の縮小率 は、高 台径 で8.8%の 縮 小が みち れ るだけ

であ る。 外面ヘ ラ ミガキは 、波状 ミガキの形態が完 全に崩れ 、分割 ・規 則性 はみ られな い。

ミガ キの密 度の低下は さらに進 行 してい る。 内面ヘ ラ ミガキは 、 ミガキの密度 は低 下 して

い るが 、依 然 として 内面全体 に施 され、器面調整 として機 能 してい る。 出土例 として、王

子 遺跡(1986)SD-321(202～204)が あ る。

瓦器 小 皿 は3点 、全体 の4.9%を 占め る。 口径9.6～10.Ocm、 器 高2.1～2.5cmの 間 に

分布 する。平均 口径9.9cm、 平 均 器高2.1cmで あ る。出土例 として 、王子遺 跡(1986)S

D-321(213～-215)が あ る。

土師器大 皿は3点 、全体 の12%を 占め る。 口径15.1～16.Ocm、 器 高2.6～3.Ocmの 間 に

分布 す る。平均 口径15.5cm、 平 均器 高2.85cmで あ る。 出土例 として 、王子遺 跡(1986年)

SD-321(230～232)が あ る。

III-1期

瓦 器墟 は20点 、全体 の15.2%を 占め る。 口径13.1～16.1cm、 器 高4.6～6.1cm、 高 台径

3:1～6.Ocmの 間 に分布 し、 口径15.1～16.1cm(60%)、 器 高4.6～5.Ocm(70%)、 高 台

径4.6～5.Ocro-(70%)で 集 中す る傾 向が ある。平均 口径15.2cm、 平 均器高5.1cm、 平 均 高

台径4.8cmで あ る。平均 値でみ るII-3期 か ら田 一1期 へ の縮 小率 は、 口径の変化 はな く、

器高3.8%、 高 台径7.7%で あ り、瓦器境 の形態変化 に顕 著な動 きはみ られ ない。 外面ヘ

ラ ミガキは 、口縁部付近 で単発的 に施 され、粗略化 し尽 くした感が あ る。 また、 ミガキの

施 されない もの が出現 す る。 内面ヘ ラ ミガ キは、 ミガキの密度の低下 が進行す るが器面調

整 として機能 してい るもの と、内面底部 に ミガキの文様 を施 した もの とが ある。内面底 部

に 文様 をもつ もの は13点(65%)で 出 現時か らす でに過半数 を 占め る。文様 の種 類 と割

合 は、斜格子文7点(52.8%)、 平 行 線文4点(30.8%)、 連 結輪状文2点(15.4%)で あ

る。出土例 として、澱池遺跡(1984)SE-2(2)、 王 子遺 跡(1986)SE≒301(171)

が あ る。
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瓦器小皿 は12点 、全体の19.7%を 占め る。 口径9.1～10.5cm、 器 高1.6～2.5cmの 間 に分

布 す る。平 均 ロ径9.6cm、 平 均 器高1.6cmで あ る。出土例 として 、王 子遺跡(1986)SD

-321(216・217)
、SE-301(177)、SK-301(260)が あ る。

:ヒ師器大 皿 は2点 、全体 の8%を 占め る。 口径14.1～14。5cm、 器 高2.6～3.Ocmの 間 に

分布 す る。平均 口径14.4cm、 平 均 器高2.7cmで あ る。出土例 として 、王子 遺跡(1986)S

E-301(187・188)が あ る。

III-2期

瓦 器 境 は29点 、全体の22.1%を 占め 、量 的 ピー クに達 す る。 口径14,1--16.1cm、 器 高

4.1-5.Ocm、 高 台径3.6～6.Ocmの 間 に分布 し、 口径14.1～15.Ocm(82.7%)、 器 高4.6～

5.Ocm(82.7%)、 高 台径4.1～5.Oem(69%)で 集 中す る傾 向が ある。平均 口径14.8cm、

平 均器高4,7cm、 平 均 高台径4.6cmで あ る。平均値 にみ るIII-1期 か らIII-2期 へ の縮小

率 は 、口径6.7%、 器 高7.4%、 高 台径4.2%で あ り、比較 的停 滞的 であ った瓦器椀 の形

態変化 に動 きが み られ は じめ る時期 であ る。外面ヘ ラ ミガキの施 され る もの は存 在 しない。

内面ヘ ラ ミガキは 、内面底部 に文様化 され た ミガキ と、それ を取 り巻 くよ うに体 部に施 さ

れ る13～15条 の 圏線 ミガキ との組み合 わせ で構 成 され る。 この構 成パ ター ンは、以後 、IV

-2期 に 至 る まで続 く
。内面底部 に文 様 を もつ もの は、28点(96.6%)で 、 圧倒的存 在 を

示 す。文様 の種類 と割 合は 、斜格子文9点(32.1%)、 平 行 線文2点(7.1%)、 連 結 輪状

文16点(57.2%)、 渦 巻状文1点(3.6%)で 、 連結 輪状 文が斜格 子文 に取 って代 わる。 出

土例 として、澱 池遺 跡(1984)SE-5(4・14)が あ る。

瓦器・j・皿は15点 、全体 の24.6%を 占め る。 ロ径8.6～9.5em、 器 高1.6--2.5cmの 問 に

分布す る。平均 口径9.1cm、 平 均 器高1.8cmで あ る。 出土例 として 、王 子遺跡(1986)S

D-321(223)が あ る。

土師器 小皿 は4点 、全体 の3.9%を 占め る。 口径9.1‐<IO.Ocm、 器 高1.1～2.Ocmの 間

に分布す る。平均 口径9.4cm、 平 均器 高1.6cmで あ る。 出土例 として、澱 池遺 跡(1984)

SE-2(16)、SE-5(76・78)が あ る。

土師器 大皿 は13点 、全体 の52%を 占め 、量 的 ピー クに達す る。 口径13.1-14.Ocm、 器

高2.1～3.Ocmの 間 に分布 す る。平均 口径13.8em、 平 均 器高2.6cmで あ る。 出土例 として 、

王子遺跡(1986)SE-301(189・190)が あ る。

m-3期

瓦 器 塊 は20点 、全体の15.2%を 占め る。 口径12.6～15.5cm、 器 高4.1--4.5cm、 高 台径
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2.6～5.5cmの 間 に分布 し、口径14.1-15.5cm(95%)、 高 台径3.6～5.Ocm(85%)で 集

中す る傾 向が ある。平 均 口径13.9cm、 平 均器 高4.2cm、 平 均高 台径4.2cmで あ る。 平均

値 にみ るIII-2期 か らm-3期 へ の縮 小率は 、口径6。1%、 器 高10.6%、 高 台径8.7%

で あ る。 口径 に比 して器高の縮 小率 が優位 であ リ、器 高縮小 に伴 う法 量変化 がみ られ る。

m期 を通 して 、瓦器 境の形態変 化に急激 な変化はみ られ ないが、着実 に縮小化 をた どって

い る。 内画ヘ ラ ミガキは 、圏線 ミガキの密 度が低下 しは じめ る。内面底部の 文様 と割合 は、

斜格子文4点(22.1%)、 平 行 線文3点(16.7%)、 連 結 輪状文10点(55.6%)、 渦 巻 状 文

1点(6.6%)で あ る。III-2期 と比較 して、資料体 数 に差 が あ り 明確 ではないが、斜格

子文が減 少す るの に対 して連結輪状 文 は、以前 として過 半数 を保 って いる。出土例 と して、

王 子 遺跡(1986)SE-201(36)、SE-301(246)、SK-301(244)が あ る。

瓦器小 皿は22点 、全体 の36.1%を 占 め、量的 ピー クに達す る。 口径8.1～9.5cm、 器 高

1.1～2.Ocmの 間 に分布 す る。平均 口径8.6cm 、平 均器 高1.6cmで あ る。 出土 例 として、

王子遺跡(1986)Pit-304_(167～169)、SK-30ユ(254)が あ る。

土師器 小皿 は30点 、全体 の29.1%を 占め る。 口径8.1～9.Ocm、 器 高1.1～2.Ocmの 間

に分布す る。平均 口径8.5cm、 平 均 器高1.5cmで あ る。出土例 として王子遺跡(1986)S

E-301(180～183・185・186)が あ る。

土師器 大皿 は4点 、全体の16%を 占め る。 口径12.1～13.Ocm、 器 高2.6～3.5cmの 間

に芬布す る。平均 口径13.Ocm、 平 均器 高2.9cmで あ る。 出 土 例 と して、王子遺跡(1986)

SE-301(193)が あ る。

IV-1期

瓦 器境 は22点 、全体 の16.8%を 占め る。 口径12.1～14.Ocm、 器 高2.1～3.5cm、 高 台

径2.5～4.Ocmの 間 に分布 し、 口径12.6～13.Ocm(54.5%)、 高 台径3.1～4.Ocm(68.1%)

で 集 中す る傾 向が ある。平均 口径12.2cm、 平 均器 高3.1cm平 均 高 台径3.2cmで あ る。平均

値 にみ るm-3期 か らIv-1期 へ の縮小 率 は、 ロ径12.2%器 高26.2%、 高 台径23.9%で 、

m-3期 ま での安 定 した変化率 と比較 してm-3期 か らN-1期 へ の変化率 は極 めて急激

で ある。 口径 の変 化率 は、-D期 を通 じての変化率 の2倍 にあた り、器高 ・高台径 に関 して

は2倍 以上の数値 を とる。 瓦器 婉の形態 変化の 中で一 大画期 点 となる。 内面ヘ ラ ミガ キは 、

4～5条 の 圏線 ミガ キが施 され 、 ミガキ密度の低下 は進行 してい る。 内面底部 の文様 と割

合 は 、平 行線文1点(6.7%)、 連 結輪状 文9点(60%)渦 巻 状文5点(33.1)で あ る。斜

格 子文 が消失 し・新 たに渦巻状 文が増加 の傾向 にあ る。 出土 例 として、王子遺跡(1986)
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SE-201(43・46・47)が あ る 。

瓦 器 小 皿 は66点 、 全 体 の9.8%を 占 め る 。 口 径7.6-一 一8..Ocm、 器 高1.1～2.Ocmの 間 に

分 布 す る 。 平 均 口 径7.7cm、 平 均 器 高1.5cmで あ る 。 出 土 例 と し て 、 王 子 遺 跡(1986)S

E-201(48・49・50)が あ る 。

土 師 器 小 皿 は41点 、 全 体 の39.8%を 占 め 、 量 的 ピ ー ク に 達 す る 。 口 径7.1～8.5cm、

器 高1.0～2,0cmの 間 に 分 布 す る 。 平 均 口 径8.Ocm、 平 均 器 高1,4cmで あ る 。 出 土 例 と し

て 王 子 遺 跡(1986)SE-201(53・57・61)、

W-2期

瓦 器 境 は17点 、 全 体 の13%を 占 め る 。 ロ 径11.1--12.Ocm、 器 高2.6～3.5cm、 高 台 径2.

6～3.5cmの 間 に 分 布 し 、 口 径11.1～11.5cm(76.4%)、 器 高2.6--3.Ocm(47%)、 高 台 径

2.6～3.Ocm(90%)で 集 中 す る 傾 向 が あ る 。 平 均 口 径11.4cm、 平 均 器 高2.9cm、 平 均

高 台 径2.8cmで あ る 。 平 均 値 に み るIV-1期 か らN-2期 へ の 縮 小 率 は 、 口 径6.6%、 器

高6.5%、 高 台 径12.5%で 、 再 び 、 安 定 し た 変 化 率 に 戻 る 。 内 面 ヘ ラ ミガ キ は 、 文 様 と 、

圏 線 ミ ガ キ で 構 成 さ れ る パ タ ー ン の 最 終 段 階 で あ る 。 ま た 、 高 台 の 消 失 し た も の が 出 現 す

る 。 内 面 底 部 の 文 様 と種 類 の 割 合 は 、 平 行 線 文1点(9.1%)、 連 結 輪 状 文4点(36.4%)、

渦 巻 状 文6点(54.5%)で あ る 。 出 土 例 と し て 、 王 子 遺 跡(1986)SE-202(86)Pit

-245(112)が あ る
。

瓦 器 小 皿 は3点 、 全 体 の4.9%を 占 め る 。 口 径7.1～8.Ocm、 器 高1.0～1.5cmの 問 に 分

布 す る 。 平 均 口 径9.6cm、 平 均 器 高1.2emで あ る 。 出 土 例 と し て 、 王 子 遺 跡(1986)SE

-201(50)が あ る
。

土 師 器 小 皿 は18点 、 全 体 の17.5%を 占 め る 。 口 径6.6～8.Ocm、 器 高1.0～2.Ocmの 間

に 分 布 し 、 平 均 口 径7.1cm、 平 均 器 高1.3cmで あ る 。 出 土 例 と し て 、 王 子 遺 跡(1986)S

E-201(60・63)、SE-202(88・89・91)が あ る 。

土 師 器 大 皿 は2点 、 全 体 の8%を 占 め る 。 口 径11.6～12.Ocm、 器 高1.6～2.5cmの 間 に

分 布 す る 。 平 均 口 径11.65cm、 平 均 器 高1.9cmで あ る 。 出 土 例 と し て 、 澱 池 遺 跡(1984)

SK-10(8)が あ る 。

N-3期

瓦 器 境 は4点 、 全 体 の3.1%を 占 め る 。 口 径10.6～11.Ocm、 器 高2.6～3.Ocm、 ・高 台 径

2.6～3.5cmの 問 に 分 布 す る 。 平 均 口 径10.85cm、 平 均 器 高2,8cm、 平 均 高 台 径2.8cmで あ

る 。 平 均 値 に み ゐIV-2期 か らN-3期 へ の 縮 小 率 は 、 口 径4.8%、 器 高3.8%、 高 台
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径は変化 な しで あ り、変化率 は極 めて小 さ く、瓦 器境 の形態変 化は 、ほぽ停止状態 にな る。

内面ヘ ラ ミグ ぎ1蓬,、..底部 の文様が消失 す るものが 出現す る。 また、体部 と底部の ミガキが

… 体化 した・ような3～4重 の輪状 ミガキが施 され る。 出土例 として 、澱池遺跡(1984)S

"
E-3(2『 ズ 主子遺 跡(1986)SE-202(87)が あ る。

土師器小皿 は9点 、全体 の8.7%を 占め る。 口径6。5～7.Ocm、 器 高1.1～1.5cmの 問 に

分布 す る。平均 口径6.7cm、 平 均器高1.3cmで あ る。 出土例 として 、王子遺 跡(igss>'S

E-202(90)が あ る。

V期 。,

瓦 器境 は4点3全 体の3.1%を 占め る。 口径10.1～11.Ocm、 器 高2.6～3.5cmの 間 に分

布 し、高台 を もつ もめは存在 しな い。平均 口径10.?cm、 平 均 器高 竃合cmで あ る。 平 均 値

にみるN-・ 期から・期へ9縮 樟 は・・径1・4%・ 器高変イ聯 しで・形駮 イ匕はみ ら

れない。内面ヘラ ミガキは、 ミガキが全 く施されないものが出現す る。焼成時における炭

素吸着も不粉 である・出土例 として・黻 町1986)包 含層(1)
.が ある・

4.結 論 凾/

今回、貝塚市域出土の資料につ いて編年 を試みた結果、II〒2期 ～V期 に至る変化の流

れを設定するこ芝ができた。その中で、特に、瓦器境の変花の流れに大きな2つ の画期が

み られた6一 つは、m-1期 以降の内面底部でのヘラ ミガキの文様化であ り、1つ はぐm

-3期 とN-1期 の間でみる形態変化の大 きな間隙である
。

瓦器境の内面底部にみるヘラ ミガキの文様は、楠葉型では1期 に、また、同じ和泉型瓦

器椀が出土する大阪市長原遺跡でもすでにII-1期 にみられる。これらに対 して、貝塚市

域出土の瓦器椀 は、m-1期 で文様化がみ られ、それ以前の内面ヘラ ミガキは、器面調整

として機能しているものである。 このことは、貝塚市域出土瓦器境の1つ の特徴 とみるこ

とができる。図1は 、ヘ ラミガキ文様の変化 を示したものである。各文様の変遷および各

期での優劣関係がみ られ、変化の仕方において2つ の グループに分けられる。1つ は斜格

子文 ・平行線文組で、1つ は、連結輪状文 ・渦巻状文組である。それは、前者が突然高い

比率で出現 し、以後、急速に減少するのに対 して、後者の連結輪状文は、増加→安定→減

少,渦 巻状文は増加→(減 少)と いう過程を踏 まえて変化 をみせ る。内面底部に施されたヘ

ラミガキの文様は、個々の文様が瓦器蜿の新旧関係 を左右するのではな く、各文様は独 自

に瓦器婉の変化の流れに存在する。瓦器婉の形態変化は、その出現時より直線的に進行す

るが、ヘラ ミガキの文様は直線的な動 きの中で、各文様が時間的に重複 しながち、その存
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百分比

時期

斜 格 子 文

一 一 一 連結論状文

一 一一 平 行 線 文

一 。一一 渦 巻 状 文

III-1期III-2期III-3期W-1期IV-2期N-3期

図1ヘ ラミガキ文様の変遷

亡 をみせ曲線的な動 きをとる。すなわち、法量の矮小化 という第一前提の下で、各文様 を

もつ瓦器婉は、各々が全 く異なる系統の体制下で生産された可能性が考えられる。図2は 、

瓦器境の時期毎の量的比率 を示 したものである。HI期 該当の瓦器境は、全体の52.7%を 占

め、爆発的な増加 をみせ る。また図6は 、瓦器婉の口径 ・器高 ・高台径の度数分布を示し

たものである。量的増加の顕著なm-1期 ～-D-3期 の分布範囲は、広い範囲で重複 して

お り、m期 該当の瓦器婉の形態は画一化の傾向がみ られる。ここに、画一的大量生産、す

なわち、大量消費商品 としての瓦器境の登場が想定 される。 また、m-1期 にみる斜格子

文 ・平行線文の存在状況は、それらの文様 をもつ瓦器腕の需要がピー クもしくは、それを

越えて減少に向か う時期にあたっていれことを示す もの とし、この時期には じめて、商品

としての瓦器婉が もちこまれたと考えるのが妥当ではないか と思われる。
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図2瓦 器蜿の時期区分 図3瓦 器小皿の時期区分

図4土 師器小皿の時期区分 図5土 師器大皿の時期区分
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口II-2期 ▲II-3期 ▽III-1期 ● 皿 一2期

ムm-3期 ■VI-1期OVI-2期 ▼W-3期

図6瓦 器 蜿の 口径 ・器高 ・高台径度 数分 布
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表1瓦 器蜿 ・瓦器小皿 ・土師器小皿 ・土師器大皿 の 口径 と器 高

(上段 ・瓦器跪、中段・瓦器小皿、下段・土師器小皿、下段○印・土師器大皿)
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瓦器椀の形態変化は図6に みるよ うに、各期における分布は、広い範囲での重複を繰 り

返しながら、徐々に縮小化の傾向にある。 また、隣接する各期での変化率が、極めて小さ

い数値 をとることも知 り得た。 しかしなが ら、唯一、IH-3期 とN-1期 の問では、瓦器

境の変化の流れに大きな段差が生 じている。この移行期には、境以外の器種に も変化がみ

られる。図3・4は 、瓦器小皿 と土師器小皿の時期毎の量的比率 を示 したものである。III

期 まで85.3%と 高い比率 を示 していた瓦器小皿がIV期 以降14.7%と 減少し、代わって、III

期 まで34%と 低い比率 を示していた土師器小皿が1V期 以降66%と 増加 を示 し、両者の量的

関係が逆転する。さらに、図5は 、土師器大皿の時期毎の量的比率 を示したものである。

資料不足ではあるが、III期まで88%と 高い比率 を示し、IV期 以降は12%と 激減をみせる。

この ような様相の下で制作 されたW-1期 の瓦器.腕(平 均 口径12.2cm、 平均器高3.1cm)は

III期の瓦器r(平 均口径14.7cm、 平均器高4.7cm)と 瓦器小皿(平 均 口径9.Ocm、 平均器高

1.7cm)の ほぼ中間形態を示 している。

土師器大皿は、資料体数の不足から、特にN期 以降の様相については明瞭ではなレ㍉。土

師器大皿は、器高に顕著な変化 をみせず、口径および量的増減関係において瓦器椀の変化

にほぼ同調する。そこで、瓦器境の変化率を土師器大皿にあてはめ、資料を欠 くIV-1期

の土師器大皿を想定 してみると、その平均口径は12.Oem、 平均器高は2.6cmと な り、III-

3期 まで器高で大きな隔たりが生 じていた両者が、N-1期 でほぼ同形態に至 ると考えら

れる。

このように、N期 には、従来の瓦器境と瓦器小皿の形態を同一視 させた 厂瓦器椀」の登

場が考えら乳る。さらに、この 「瓦器境」は土師器大皿を継承するものであったと推測さ

れる。ここに、従来、その形態 ・機能において分化が行われていた伝統的な個々の供膳形

態 を全 く無視 した 「万能雑器」 としての瓦器境 を想定したい。それはIV期 以降の供膳形態

において、瓦器f・ 土師器小皿 とい う極めて単純な器種構成に象徴されるかのよラである。

そして、このような様相は、当時の窯業生産 システムに何 らかの変容 を認め ざるを得な

いものである。

今後、良好な条件化での資料の蓄積 をまち、貝塚市域の瓦器境 の編年確立をはかる とと

もに、実証主義的な議論がより必要 とされるであろう。
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